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漢
武
帝
に
お
け
る
太
初
麿
制
定
の
異
の
一
意
園

t主
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め
前
漢
・
武
一
帝
(
前
一
四
一
J
前
八
七
在
位
)

太
初
暦
と
は
、

の
太
初

一
万
年
(
前
一

O
四
〉
夏
五
月
に
制
定
施
行
さ
れ
た
暦
で
あ
る
。

太
初
の
改
暦
と
同
時
に
服
色
等
の
制
度
改
正
も
同
時
に
行
わ
れ
て
い

る
。
営
時
、
こ
の
改
暦
・
改
制
度
が
祉
曾
的
に
持
つ
意
味
は
大
き

く
、
改
暦
・
改
制
度
は
封
頑
と
並
ん
で
受
命
の
王
者
が
行
う
べ
き
一

(
2
)
 

大
図
家
事
業
と
さ
れ
て
い
た
。

(
3
)
 

」
の
武
一
帝
に
よ
り
行
わ
れ
た
改
暦
・
改
制
度
と
は
、
従
来
設
で
は

儒
者
官
僚
の
提
示
し
た
三
正
説
(
表
1
〉
と
い
う
王
朝
交
代
理
論
の

主
導
下
で
行
わ
れ
、
武
帝
の
太
初
暦
制
定
に
つ
い
て
の
意
向
も
こ
れ

漢
武
需
に
お
け
る
太
初
暦
制
定
の
員
の
意
闇

石

合

香

に
同
じ
と
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
私
見
に
よ
れ
ば
、
太
初
の
改
暦
・
改
制
度
は
五
徳
終
始
読

(表
2
)
の
主
導
下
で
行
わ
れ
、

」

の

さ
ら
に
武
一
帝
の
太
初
暦
制
定
の
員

の
意
園
は
寅
一
帝
の
よ
う
に
登
仙
し
不
死
を
得
る
と
い
う
こ
と
に
あ
っ

た
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

{表
1

三
正
読

周 股 夏

至多 冬至後 震
正
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本
論
考
で
は

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
結
論
に
い
た
っ
た
か
を
、
以
下

の
よ
う
に
検
討
す
る
過
程
で
、
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
第

一
に
、
『
漢
書
』
律
暦
志
と
『
史
記
』
暦
書
と
の
比
較
検
討
を
行
う
。

こ
の
検
討
に
よ
っ
て
太
初
の
改
暦
・
改
制
度
の
主
導
理
念
と
は
、
本

来
は
三
正
設
で
は
な
く
五
徳
終
始
設
で
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
太

五
徳
終
始
読

v
漢
土
徳
読
↓
土
徳
の
帝
・
黄
帝
と

初
の
改
制
に
は
、

い
う
思
想
的
流
れ
の
ラ
イ
ン
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
く
。
そ
し
て
第
二
に
、
武
帝
の
太
初
暦
制
定
の
際
に
出
さ
れ
た

詔
の
内
容
を
『
史
記
』
封
調
書
の
各
所
と
封
照
し
、
分
析
を
行
っ
て

い
く
。
こ
の
資
料
分
析
に
よ
っ
て
、
「
武
一
帝
一
の
太
初
暦
制
定
の
員
の

意
園
と
は
、
寅
一
帝
の
よ
う
に
登
仙
し
不
死
を
得
る
こ
と
で
あ
っ
た
」

と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
最
後
に
、
そ
れ
で
は
従
来
説

が
重
視
し
た
三
正
設
は
武
一
帝
に
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
た
の
か
に
つ

い
て
考
察
し
、
武
一
帝
一
期
の
儒
術
の
賞
態
に
つ
い
て
若
干
の
見
解
を
述

べ
て
み
た
い
。

太
初
暦
制
定
の
主
導
理
念

こ
こ
で
は
、
太
初
の
改
制
の
主
導
理
念
は
三
正
設
で
は
な
く
、
む

し
ろ
五
徳
終
始
設
に
あ
っ
た
、
と
い
う
事
に
つ
い
て
、
私
見
を
述
べ

検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

太
初
暦
制
定
の
経
緯
に
関
す
る
記
事
は
、
『
史
記
』
巻
二
十
六
暦

書
と
『
漢
豊
田
』
巻
二
十
一
律
暦
志
上
に
み
ら
れ
る
。
以
下
に
そ
の
内

容
を
い
さ
さ
か
冗
長
で
は
あ
る
が
書
き
出
し
て
み
る
。

『
史
記
』
暦
書
に
お
け
る
太
初
暦
制
定
の
過
程

(

1

)

 

①
漢
初
、
漢
王
朝
は
水
徳
王
朝
と
室
岡
租
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
て
い
た

が
、
改
暦
・
改
制
度
の
徐
裕
が
な
か
っ
た
。
②
文
帝
時
、
改
暦
・
改

制
度
に
つ
い
て
張
蒼
と
公
孫
匡
の
聞
で
議
論
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
五

徳
終
始
設
下
の
議
論
で
、
張
蒼
は
水
徳
説
、
公
孫
匡
は
土
徳
設
を
主

張
。
土
徳
に
決
定
す
る
と
み
ら
れ
た
が
、
新
垣
卒
の
不
鮮
事
に
よ
り

頓
挫
し
た
。
③
武
一
帝
一
が
即
位
し
、
方
士
唐
都
に
二
十
八
宿
を
分
か
た

せ
、
落
下
関
に
暦
算
さ
せ
て
夏
正
採
用
を
決
定
し
た
。
太
初
暦
完
成

後
の
太
初
元
年
五
月
夏
至
に
頒
行
し
、
そ
の
際
に
認
を
出
し
た
。
詔

に
は
っ
黄
一
帝
」
、
「
際
水
徳
之
勝
」
等
の
語
が
見
え
、
漢
王
朝
が
五
徳



終
始
設
で
は
士
徳
主
朝
で
あ
る
こ
と
を
提
示
。

(

2

)

 

『
漢
書
』
律
麿
士
山
に
お
け
る
太
初
麿
制
定
の
過
程

①
漢
初
は
秦
の
正
朔
服
色
を
踏
襲
。
②
武
帝
の
元
封
七
年
、
治
暦
家

(
大
中
大
夫
公
孫
卿
・
萱
途
・
太
史
令
司
馬
遜
等
〉
が
、
暦
と
天
象

の
ズ
与
に
よ
る
改
暦
要
請
。
③
儒
家
官
僚
(
御
史
大
夫
児
寛
・
博
士

魯
賜
等
)
が
三
正
設
に
よ
る
改
暦
・
改
制
度
を
提
示
し
、
夏
正
を
推

奨
し
た
。
④
武
帝
が
新
暦
制
定
の
詔
を
出
す
。
⑤
新
暦
制
作
に
着
手

し
、
さ
ら
に
他
の
治
暦
者
の
協
力
要
請
。
⑤
治
暦
の
部
卒
・
長
楽
の

司
馬
可
、
酒
泉
の
候
の
宣
君
、
侍
郎
舎
と
、
民
聞
の
治
暦
者
方
土
の

唐
都
、

巴
郡
の
落
下
関
が
暦
算
し
、
太
初
臨
閣
が
成
立
し
た
。

右
の
二
資
料
の
開
に
は
決
定
的
な
相
違
鈷
が
み
ら
れ
る
。
ま
ず
第

一
に
、
夏
正
採
用
に
つ
い
て
『
史
記
』
暦
書
で
は
落
下
関
が
暦
計
算

に
よ
り
決
定
し
た
と
し
、
『
漢
書
』
律
暦
士
山
で
は
見
寛
等
儒
者
が
三

正
訟
に
よ
り
決
定
し
た
と
し
て
い
る
貼
。
第
二
に
、
改
暦
・
改
制
度

の
主
導
理
念
に
つ
い
て
『
史
記
』
暦
書
で
は
五
徳
終
始
設
で
あ
る
と

し
、
最
善
律
一
暦
士
山
で
は
見
寛
等
が
提
唱
し
た
三
正
設
で
あ
る
と

し
て
い
る
黙
。
第
三
に
、
武
一
一
帝
の
太
初
暦
に
関
す
る
詔
の
護
令
の
時

期
に
つ
い
て
『
史
記
』
暦
書
で
は
太
初
麿
の
完
成
後
の
太
初
元
年
夏

漢
武
帝
に
お
け
る
太
初
盾
制
定
の
員
の
意
圃

五
月
夏
歪
で
あ
る
と
し
、
『
漢
室
一
回
』
律
暦
志
で
は
児
寛
の
三
正
説
奏

上
直
後
の
太
初
暦
制
作
着
手
時
と
さ
れ
て
い
る
結
で
あ
る
。

こ
こ
で
さ
ら
に
『
史
記
』
暦
書
と
『
漢
書
』
律
暦
志
を
劉
照
さ

せ
、
班
回
が
『
漢
書
』
の
編
集
時
に
『
史
記
』
暦
書
か
ら
削
除
し
た

と
思
わ
れ
る
部
分
の
一
部
を
抜
き
出
し
て
み
る
。

①
至
今
上
卸
位
、
招
致
方
土
唐
都
、
分
其
天
部
、
而
巴
落
下
関
運
算

輔
暦
、
然
後
日
辰
之
度
輿
夏
正
問
。
乃
改
元
、
更
官
務
、
封
泰
山
。

②
率
臆
水
徳
之
勝
。

③
今
日
限
夏
至
。

ま
ず
①
は
、
『
史
記
』
で
「
夏
正
を
決
定
し
た
の
は
治
暦
者
の
落

下
闘
で
あ
る
」
と
明
言
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
②
は
、
武
帝
の
詔

中
の
語
で
「
漢
王
朝
は
水
徳
の
勝
に
あ
た
る
」

つ
ま
り
武
一
帝
一
が
五

徳
終
始
理
論
で
は
漢
王
朝
の
徳
は
土
徳
に
あ
た
る
と
明
言
し
て
い
る

部
分
で
あ
る
。
ま
た
、
③
は
、
武
一
一
帝
の
詔
護
令
の
日
が
「
夏
至
」
で

あ
っ
た
事
を
示
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
。

以
上
か
ら
班
固
に
よ
っ
て
削
除
さ
れ
た
部
分
は
、
い
ず
れ
も
『
史

記
』
暦
書
の
記
事
と
『
漢
書
』
律
暦
士
山
の
記
事
と
の
魁
艇
を
提
示
す

る
部
分
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
で
は
班
固
は
な
ぜ
こ
の
よ
う



漢
武
需
に
お
け
る
太
初
暦
制
定
の
員
の
意
園

な
資
料
剣
除
を
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
史
記
』
暦
書
の
記
述
に

誤
り
が
あ
っ
て
、
後
日
の
資
料
に
よ
り
修
正
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か

ら
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
答
え
は
否
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
史
記
』
と
『
漢
童
日
』
の
第
二

の
魁
蹄
部
分
、
太
初
の
改
暦
・
改
制
度
の
主
導
理
念
が
五
徳
終
始
設

な
の
か
三
正
設
な
の
か
に
つ
い
て
を
、
太
初
の
改
暦
・
改
制
度
の
寅

際
面
で
検
詮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
わ
か
る
。
太
初
暦
の
改
制
の
寅
際

を
表
化
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

表
3 

太
初
改
制
の
寅
際

一

一

「

-
一

一
正

歳

首

目置

色

数

秦

夏

正

十

里
山
〈
水
徳
〉

ム
ハ
〈
水
徳
)

月

漢

夏

正

正

黄
(
土
徳
)

五
(
土
徳
)

月

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
貼
は
、
三
正
設
と
五
徳
終
始
設
が
競
合
す
る

服
色
部
分
で
あ
る
。
先
に
表
1
で
見
た
よ
う
に
三
正
設
で
は
漢
の
服

色
は
夏
正
の
色
「
里
山
」

は
、
五
徳
終
始
読
に
よ
り
導
き
出
さ
れ
た
漢
土
徳
設
に
よ
り
決
定
さ

と
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
。

し
か
し
寅
際
に

れ
る
「
責
」
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
改
制
の
貿
際
商
で
は
、

四

正
設
よ
り
も
五
徳
終
始
訟
の
方
が
優
勢
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
つ
ま
り
太
一
初
の
改
制
は
、
そ
の
賓
際
面
で
は
『
史
記
』
磨
書
の

記
述
の
如
く
五
徳
終
始
設
の
主
導
の
も
と
で
行
わ
れ
た
と
い
う
方
が

『
漢
書
』
律
暦
志
の
三
正
説
主
導
読
よ
り
安
蛍
な
見
解
で
あ
る
、
と

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

で
は
、

な
ぜ
斑
商
は
『
史
記
』
暦
童
聞
の
記
事
を
倒
除
し
て
史
寅
を

歪
曲
す
る
よ
う
な
編
集
を
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
ひ
と
え

に
太
初
の
改
暦
・
改
制
度
の
主
導
理
念
を
五
徳
終
始
設
か
ら
三
正
設

に
置
き
換
え
る
た
め
で
あ
っ
た
、
と
私
は
考
え
る
。
先
に
検
討
し
た

班
固
が
『
史
記
』
暦
書
か
ら
削
除
し
た
部
分
は
、
い
ず
れ
も
三
正
設

を
太
初
改
制
の
主
導
理
念
と
設
定
す
る
た
め
に
は
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
記
事
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
第
一
に
『
史
記
』
で
夏
正
決
定
は
治

暦
者
落
下
関
で
あ
る
と
し
て
い
る
記
述
を
削
除
し
て
い
る
。
三
正
説

で
は
服
色
と
三
正
(
夏
正
・
殴
正
・
周
正
〉
が
問
題
に
な
る
が
、
上

述
の
よ
う
に
太
初
の
改
暦
・
改
制
度
の
賞
際
面
で
服
色
が
「
黄
」
な

の
は
動
か
し
難
い
事
貨
で
あ
る
。
こ
こ
で
三
正
設
を
参
入
さ
せ
る
た

め
に
は
ど
う
し
て
も
漢
の
夏
正
が
三
正
設
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
班
固
は
、
夏
正
決
定
が
治
暦
者
落
一
ナ



闘
で
あ
る
と
い
う
『
史
記
』
の
記
述
を
削
除
し
た
の
で
あ
る
。

次
は
武
需
が
詔
中
で
漢
土
徳
設
を
明
言
し
て
い
る
記
述
の
倒
除
が

あ
る
。
『
史
記
』
の
記
述
で
は
、
太
初
の
改
暦
・
改
制
度
に
つ
い
て

の
武
一
帝
の
意
向
が
五
徳
終
始
読
↓
漢
土
徳
設
↓
土
徳
の
一
帝
・
黄
脅
と

い
う
思
想
的
流
れ
の
ラ
イ
ン
に
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
た
め
に
治
去

せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
は
、
武
一
帝
の
詔
設
令

の
時
期
を
、
夏
至
す
な
わ
ち
太
初
暦
完
成
頒
行
時
の
太
初
元
年
夏
五

月
に
特
定
す
る
記
述
を
削
除
し
て
い
る
。
こ
れ
は
後
述
す
る
よ
う
に

武
一
帝
の
詔
中
に
三
正
設
に
関
す
る
こ
と
が
全
く
見
営
た
ら
な
い
こ
と

か
ら
行
わ
れ
た
資
料
操
作
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
ま
ず

『
史
記
』
か
ら
夏
至
を
倒
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
武
一
帝
の
詔
愛
令
の

時
期
を
不
明
確
に
し
た
。
こ
れ
は
武
帝
の
詔
を
児
寛
の
三
正
説
奏
上

直
後
に
配
置
し
、
あ
た
か
も
武
帝
は
児
寛
の
上
奏
を
受
け
て
新
暦
制

作
着
手
の
認
渓
令
を
行
っ
た
か
の
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の

操
作
は
、
た
と
え
武
帝
の
認
中
に
三
正
設
に
つ
い
て
の
言
及
が
な
く

て
も
、
児
寛
の
三
正
設
に
武
一
帝
が
賛
同
し
、
三
正
読
主
導
の
も
と
太

初
暦
の
制
作
が
始
ま
っ
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
積
む
者
に
想
起
さ
せ

る
も
の
で
あ
っ
た
。

漢
武
需
に
お
け
る
太
初
謄
制
定
の
員
の
意
園

こ
の
よ
う
な
班
固
に
よ
る
三
種
の
巧
妙
な
資
料
操
作
に
よ
っ
て
、

太
初
の
改
暦
・
改
制
度
の
主
導
理
念
は
『
史
記
』
暦
書
の
五
徳
終
始

説
か
ら
『
漢
書
』
律
暦
志
の
三
正
設
に
置
き
換
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ

'
-
0
 

4
Lれ

で
は
な
ぜ
班
厨
は
太
初
の
改
暦
・
改
制
度
の
主
導
理
念
を
五
徳
終

始
設
か
ら
三
正
設
に
置
き
換
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
班
固
編
集
の

『
白
虎
遜
徳
論
』
巻
八
・
二
一
正
篇
に
は
、

三
正
設
が
王
朝
交
代
に
件

う
改
暦
・
改
制
度
の
主
導
理
論
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
同
室
閏

巻
四
・
五
行
第
に
は
そ
の
記
述
が
見
え
な
い
。
す
な
わ
ち
班
固
に
と

つ
て
の
制
度
改
正
理
論
と
は
三
正
設
で
あ
っ
て
五
徳
終
始
設
で
は
な

か
っ
た
の
で
あ
日
目
班
閏
は
制
度
改
正
理
論
に
刑
判
す
る
自
身
の
寧
読

的
信
念
、
儒
者
的
立
場
か
ら
い
っ
て
、
あ
く
ま
で
も
武
一
帝
の
改
暦
・

改
制
度
に
つ
い
て
は
、
多
分
に
方
土
誘
導
的
な
五
徳
終
始
読
主
導
よ

(
7
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り
も
三
正
説
主
導
を
貫
き
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

班
固
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
意
園
的
な
『
史
記
』
の
書
き
換
え
は
、

他
に
も
種
々
の
例
が
あ
り
、
先
皐
に
よ
る
詳
細
な
研
究
が
既
に
な
さ

れ
て
い
訂
w

い
ず
れ
の
研
究
に
お
い
て
も
、
班
固
に
よ
る
『
史
記
』

の
書
き
換
え
は
皐
な
る
修
辞
的
な
も
の
で
は
な
く
非
常
に
意
間
的
な

五



漢
武
帯
に
お
け
る
太
初
磨
制
定
の
員
の
意
園

作
業
で
あ
り
、
そ
の
誘
導
先
は
歴
史
的
事
寅
Q
史
記
』
の
記
事
を
も
し

そ
う
呼
ぶ
な
ら
ば
)
よ
り
も
「
か
く
あ
る
べ
き
歴
史
」
の
優
先
と
い
っ

た
班
回
の
記
述
態
度
に
よ
り
措
か
れ
た
班
回
の
理
想
的
歴
史
世
界
で

あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
班
固
に
よ
り
展
開
さ
れ
た
理

想
的
歴
史
世
界
は
儒
教
的
世
界
、
五
経
に
合
致
し
た
世
界
で
あ
る
。

班
固
は
自
身
の
『
漢
書
』
編
集
態
度
に
つ
い
て
、
衣
の
よ
う
に
明
示

し
て
い
る
。
「
綜
其
行
事
、
傍
賞
五
経
、
上
下
治
通
」
(
『
漢
書
』
巻
一

百
銭
惇
下
〉
つ
ま
り
班
固
は
、
『
漢
童
問
』
の
編
集
記
述
に
は
常
に
五
経

の
精
紳
つ
ま
り
は
儒
数
精
神
が
根
底
に
存
在
す
る
こ
と
を
自
ら
高
ら

か
に
宣
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て
今
回
の
『
史
記
』
と
『
漢
書
』
の
書
き
換

え
を
み
る
と
、
班
国
は
『
史
記
』
に
お
け
る
武
一
帝
の
太
初
の
改
暦

改
制
度
の
主
導
理
念
に
つ
い
て
、
「
史
記
』
の
記
述
に
み
え
る
五
徳

移
始
読
↓
漢
土
徳
設
↓
土
徳
の
一
帝
・
黄
一
帝
と
い
う
多
分
に
方
士
誘
導

的
な
部
分
を
、
見
寛
等
儒
者
が
提
唱
し
た
三
正
設
に
置
き
換
え
て
い

る
。
班
固
は
こ
の
書
き
換
え
に
よ
っ
て
、
太
初
の
改
暦
・
改
制
度
と

は
、
儒
者
官
僚
の
二
一
正
設
主
導
に
よ
る
す
ぐ
れ
て
儒
数
的
な
改
革
で

あ
る
、
と
い
う
彼
の
歴
史
観
に
合
っ
た
記
述
に
成
功
し
た
わ
け
で
あ

ーノ、

る
以
上
か
ら
太
初
改
革
の
寅
際
は
、
従
来
言
わ
れ
て
き
た
よ
う
な
儒

者
官
僚
の
三
正
説
主
導
の
下
に
行
わ
れ
た
と
言
う
よ
り
は
、
む
し

ろ、

五
徳
終
始
設
・
漢
土
徳
設
主
導
の
下
に
行
わ
れ
た
、
と
理
解
す

る
方
が
よ
り
安
嘗
で
あ
ろ
う
と
い
う
見
解
が
得
ら
れ
た
。
次
に
は
、

本
論
文
の
中
心
課
題
で
あ
る
「
太
一
一
初
の
改
暦
に
つ
い
て
、
武
一
帝
の
員

の
一
意
園
は
何
庭
に
あ
っ
た
の
か
」

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

武
需
に
と
っ
て
の
太
初
暦
制
定
の
一
意
園

前
章
で
は
「
太
初
の
改
革
と
は
三
正
読
を
主
導
理
念
と
し
た
改
革

で
あ
り
、
武
一
帝
一
の
儒
術
に
よ
る
園
家
制
度
改
革
の
寅
現
と
い
う
一
意
園

に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
」
と
い
う
従
来
設
が
、
必
ず
し
も
史
貨
に
合
致

し
て
い
な
い
事
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
で
は
、
太
初
改
暦
に
刑
判
す

る
武
一
帝
の
員
の
意
固
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
命

題
の
検
討
は
、
太
初
暦
制
定
時
に
出
さ
れ
た
武
一
帝
一
の
認
の
内
容
分
析

か
ら
始
め
て
い
き
た
い
ロ
太
-
一
初
暦
制
定
時
の
武
一
帝
の
詔
は
『
史
記
』

暦
蓄
に
は
、

乃
者
、
有
司
幸
一
口
星
度
之
未
定
也
、
康
延
宣
問
、
以
理
星
度
、
未



能
魯
也
。
蓋
関
昔
者
寅
一
帝
合
而
不
死
、
名
察
度
験
、
定
清
濁
、

起
五
部
、
建
気
物
分
数
。
然
蓋
向
会
。
書
飲
端
末
弛
、
除
甚
関

正
日
向
。
朕
唯
未
能
循
明
也
、
紬
績
日
分
、
率
際
水
徳
之
勝
。
今
日

順
夏
至
、
葉
鍾
篤
宮
、
林
鐘
震
徴
、
太
族
筋
商
、
南
呂
母
周
期
制
、

姑
洗
潟
角
。
自
是
以
後
、
気
復
正
、
羽
整
復
清
、
名
復
正
媛
、

以
至
子
日
蛍
多
至
、
則
陰
陽
離
合
之
道
行
鴬
。
十
一
月
甲
子
朔

回
刻
百
己
倉
、
其
更
以
七
年
篤
太
初
元
年
。
年
名
正
局
逢
掻
提

格
、
月
名
畢
家
、
日
得
甲
子
、
夜
半
朔
且
多
至
。

と
あ
る
。
ま
た
、
『
漢
書
』
律
暦
志
に
は

乃
者
有
司
言
暦
未
定
、
庚
延
宣
問
、
以
考
星
度
、
未
能
儲
也
。

曹
司
君
劃

-Z岡
柄
剤
、
名
察
渓
級
、
定
清
濁
、
起
五
部
、

建
気
物
分
数
。
然
則
上
会
。
書
歓
楽
弛
、
朕
甚
難
之
ロ
依
遠
以

惟
、
未
能
修
明
。
其
以
七
年
篤
一
万
年
。

と
あ
る
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
二
つ
の
資
料
中
に
、
共
に
「
蓋

し
聞
く
、
昔
者
、
葉
一
帝
合
し
て
死
せ
ず
」
と
い
う
語
が
み
え
、
そ
の

(
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下
に
は
寅
一
帝
の
事
跡
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
黙
で
あ
る
。

武
一
一
帝
の
こ
の
「
蓋
し
聞
く
、
責
帝
合
し
て
死
せ
ず
し
と

土日者、

漢
武
需
に
お
け
る
太
初
暦
制
定
の
員
の
意
圃

t主

ま
る
で
謎
め
い
た
語
で
あ
る
。

特
に
、
「
合
し
て
死
せ
ず
」
と

い
う
語
は
、
『
史
記
』
暦
蓄
と
『
漢
童
日
』
律
暦
志
の
前
後
関
係
か
ら

の
み
で
は
意
味
を
護
み
取
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
以
下
に
「
合
し
て

死
せ
ず
」
に
つ
い
て
の
歴
代
注
律
家
の
訟
を
あ
げ
て
み
る
。
①
J
③

は
『
漢
書
』
の
顔
師
古
注
か
ら
引
用
。
④
は
方
萄
『
史
記
注
補
正
』

の
説
で
あ
る
。

①
底
劫
目
、
言
責
一
帝
遁
麿
得
仙
。

②
孟
康
日
、
創

1
間
出
。
黄
帝
作
暦
、
暦
終
而
復
始
、
無
窮
己
也
、

故
日
不
死
。

③
巨
頭
目
、
寅
一
帝
聖
徳
、
興
一
柳
霊
合
契
、
升
龍
登
仙
、
故
日
合
而
不

死
④
此
詔
書
中
語
、
合
而
不
死
。
卸
封
潤
量
同
所
謂
、
寅
一
帝
迎
日
推
策
、

後
率
二
十
歳
復
朔
旦
多
至
、
凡
三
百
八
十
年
市
傍
登
於
天
、
蓋
方

士
之
誕
語
也
。
制
剥
「
劃
同
過
剰
捌
到
創
世
。

「
合
し
て
」
に
つ
い
て
臆
勧
と
孟
康
は
、
漠
然
と
暦
の
制
作
の
事

と
言
い
、
巨
噴
は
神
霊
と
合
す
る
事
と
解
四
押
し
て
い
る
。
ま
た
方
萄

は
、
「
合
し
て
」
と
は
至
日
つ
ま
り
多
至
と
朔
の
日
を
合
す
る
事
と

解
し
て
い
る
。
私
は
方
萄
設
が
一
番
安
嘗
で
あ
る
と
考
え
る
。
な
ぜ

七



漢
武
帝
に
お
け
る
太
初
暦
制
定
の
員
の
意
園

な
ら
、
こ
の
「
多
至
と
朔
日
を
合
す
る
」
と
い
う
こ
と
は
、

よ
り
詳

し
く
言
え
ば
、
暦
計
算
に
よ
り
多
至
と
朔
の
日
が
「
合
す
る
」
日
を

正
し
く
察
知
し
、
こ
れ
を
暦
の
始
め
の
日
と
定
め
、
こ
の
日
を
起
貼

と
し
て
暦
を
造
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
れ
は
前
後
関
係
か
ら
漠
然
と
「
暦
の
創
作
」
と
い
う
他
の
注

樟
家
た
ち
の
読
よ
り
も
は
る
か
に
一
一
層
具
樫
的
か
つ
詳
細
な
設
で
あ

る
。
こ
こ
で
も
う
一
度
『
史
記
』
磨
書
の
武
帝
の
詔
を
み
て
い
た
だ

三
番
目
の
傍
線
部
に

き
た
い
。

「
十
一
月
甲
子
朔
旦
冬
至
」

と
あ

る
。
こ
れ
は
、
太
初
暦
の
暦
計
算
の
起
黙
で
あ
る
朔
日
と
多
至
の
日

が
「
合
し
た
」
日
の
提
示
で
あ
る
。

つ
ま
り
こ
の
詔
中
で
武
一
帝
が
宣

い
に
し
え
に
寅
一
帝
は
太
陽
の
位
置
の
起
黙
で
あ
る
多

至
と
、
月
の
位
置
の
起
黙
で
あ
る
朔
日
の
合
す
る
日
を
正
確
な
暦
を

畳
一
口
し
た
の
は
、

つ
く
る
事
に
よ
っ
て
算
出
し
て
不
死
と
な
っ
た
よ
う
に
(
蓋
関
昔
者

黄
帯
合
而
不
死
)

今
自
分
も
寅
一
帝
と
同
じ
土
徳
の
天
還
に
あ
っ
て

し
か
も
冬
至
と
朔
日
の
合
す
る
暦
の
起
貼
(
十
一

(
率
腹
水
徳
之
勝
)
、

月
甲
子
朔
豆
冬
至
)
を
正
確
に
算
出
し
て
太
初
暦
を
作
っ
た
の
だ
、
と

い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

」
こ
で
い
ま
ひ
と
つ
問
題
が
起
こ
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
、
な
、
せ
責

八、

帝
が
「
合
す
し
こ
と
、
す
な
わ
ち
多
至
と
朔
日
を
計
算
し
て
暦
の
起

黙
を
算
出
す
る
こ
と
が
「
不
死
」
に
つ
な
が
る
の
か
、
と
い
う
問
題

で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
こ
の
武
一
帝
の
詔
中
の
語
に
制
到
し
て
背

景
と
な
る
事
柄
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
以
下
に
あ
げ
る
『
史
記
』

武
帝
元
鼎
四
年
金
制
一
一
一
一
一
)
秋
の
湾
人
公
孫

卿
か
ら
武
一
帝
一
に
出
さ
れ
た
上
奏
文
中
に
見
出
さ
れ
る
。

巻
二
十
八
封
調
書
、

」
の
武
帝
元
鼎
四
年
秋
に
先
立
っ
て
武
一
帝
一
元
鼎
四
年
夏
六
月
、
漢

王
朝
受
命
の
徴
で
あ
る
賓
鼎
が
扮
陰
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
を

受
け
て
公
孫
卿
は
武
帝
に
上
奏
文
を
提
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
公

孫
卿
が
如
何
な
る
人
物
か
に
つ
い
て
は
、
封
調
書
と
『
漢
書
』
巻
二

十
五
郊
和
志
、
先
に
上
げ
た
『
漢
室
問
』
律
暦
志
に
そ
の
名
が
見
え
て

い
る
。
封
締
書
お
よ
び
郊
紀
志
に
は
以
下
に
み
る
よ
う
に
武
一
帝
に
登

仙
指
南
を
す
る
者
と
し
て
、
そ
し
て
律
暦
士
山
に
は
暦
を
治
め
る
者
と

し
て
登
場
す
る
。

さ
て
、
封
綿
書
に
よ
れ
ば
、
公
孫
卿
は
武
一
帝
に
、
黄
一
帝
が
行
っ
た

二
つ
の
登
仙
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
ず

(
1
〉

暦
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
登
仙
す
る
方
法
。
そ
し
て

(
2
〉
封
鵡
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
登
仙
す
る
方
法
で
あ
る
。
こ
の

(
1
〉
の
暦
を



作
る
よ
と
に
よ
っ
て
登
仙
す
る
方
法
が
、
先
に
提
起
し
た
「
黄
帝
が

暦
を

4
っ
た
こ
と
が
何
故
不
死
に
つ
な
が
る
の
か
」
と
い
う
疑
問
を

解
き
明
か
す
鍵
と
な
る
。
で
は
娠
を
追
っ
て
資
料
を
検
討
し
て
い

く。

j
ず
一
克
鼎
四
年
秋
の
公
孫
卿
の
奏
上
文
の
内
容
を
以
下
に
ま
と

め
て
み
よ
う
。

(

1

)

一
造
暦
に
よ
る
登
仙

①
武
一
宜
が
賓
鼎
を
得
た
今
年
(
元
鼎
四
年
)
は
、
朔
旦
が
冬
至
に
あ

た
る
。
一
こ
れ
は
寅
帝
が
登
仙
し
た
時
運
と
同
じ
で
あ
る
。
公
孫
卿
の

有
す
五
「
札
書
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
②
糞
一
帝
は
、
〈
朔
且
冬

至
の
年
t
)
賓
鼎
ー
を
得
、
こ
れ
を
臣
下
の
鬼
奥
匿
に
問
う
た
と
こ
ろ
、

鬼
奥
底
一
は
「
黄
帝
は
賓
鼎
と
紳
策
す
な
わ
ち
天
敷
を
推
算
す
る
笑
を

得
ま
し
た
。
今
年
は
己
酉
の
朔
旦
が
多
至
と
合
す
る
日
で
す
。
朔
旦

多
至
よ
は
天
の
め
ぐ
り
が
終
わ
っ
て
ま
た
新
た
に
始
ま
る
天
の
紀

(
端
緒
・
一
始
め
)
の
時
な
の
で
す
」
と
雪
一
口
っ
た
。
③
そ
こ
で
寅
一
膏
一
は
一
脚

策
を
以
一
っ
て
日
月
の
推
算
を
し
、
お
よ
そ
二
十
年
で
再
び
朔
旦
多
至

が
巡
っ
て
来
る
こ
と
を
暦
算
し
、
こ
の
朔
旦
多
至
を
お
よ
そ
二
十
回

迎
え
、
一
二
百
八
十
年
後
(
十
九
年
七
閏
法
で
一
九
年
×
二
十
〉
に
登
仙
し

た。

漢
武
帝
に
お
け
る
太
初
暦
銅
定
の
員
の
震
国

(

2

)

 

封
剰
に
よ
る
登
仙

①
公
孫
卿
の
「
札
室
盲
」
つ
ま
り
「
鼎
書
」
と
は
、
寅
一
帝
の
言
を
授
か

っ
た
申
公
の
童
閏
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
②
漢
が
輿

っ
た
時
は
、

日
月
が
ま
た
寅
一
帝
一
の
時
と
同
じ
朕
態
に
め
ぐ
っ
て
き
た

③
漢
の
聖
者
は
、

時
で
あ
る
。

高
租
の
孫
か
曾
孫
の
天
子
(
武
需
を

指
す
)
で
あ
り
、

」
の
天
子
は
賓
鼎
を
得
て
紳
と
通
じ
、

封
璃
を
す

る
で
あ
ろ
う
。
封
禅
し
た
七
十
二
王
の
う
ち
、
た
だ
責
帝
だ
け
が
泰

山
に
上
っ
て
封
-
躍
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
④
漢
の
皇
一
帝
は
泰
山
に
上

っ
て
封
潤
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
登
仙
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
⑤
五
名
山
(
華
山
・
首
山
・
太
室
山
・
泰
山
・
東
莱
山
)
は
寅
一
帝一

が
常
に
遊
ん
で
紳
と
舎
合
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
⑥
責
詰
閣
は
上
一
帝
を

濯
で
洞
っ
た
。
⑦
黄
一
帝
は
甘
泉
で
高
震
に
接
見
し
た
。
③
寅
一
帝
一
は
鼎

を
鋳
て
、
完
成
の
後
、
龍
に
乗
っ
て
登
仙
し
た
。

治
暦
に
よ
る
登
仙
方
法
に
お
い
て
公
孫
卿
は
、
受
命
の
徴
で
あ
る

賓
鼎
を
得
て
し
か
も
そ
の
年
が
朔
旦
冬
至
に
嘗
た
る
今
の
武
一
帝
一
の
朕

態
は
、
い
に
し
え
黄
帝
が
賓
鼎
と
一
柳
策
を
得
て
こ
の
榊
策
に
よ
り
暦

計
算
を
し
て
朔
と
多
至
の
合
す
る
日
を
推
算
し
た
時
と
全
く
同
じ
天

運
の
巡
り
合
わ
せ
に
あ
る
、

と
言
う
。
さ
ら
に
黄
一
帝
は
こ
の
朔
且
多

九



漢
武
需
に
お
け
る
太
初
暦
制
定
の
虞
の
意
園

至
を
二
十
回
迎
え
、
三
百
八
十
年
後
に
登
仙
し
た
と
言
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
封
騨
書
の
公
孫
卿
の
奏
上
を
背
景
と
す
れ
ば
、
武
帝
の

詔
中
の
「
蓋
し
聞
く
、
品
目
者
、
寅
一
帝
合
し
て
死
せ
ず
」
と
は
す
な
わ

ち
「
昔
黄
帝
は
多
至
と
朔
日
の
合
す
る
日
を
正
確
な
暦
を
作
る
こ
と

に
よ
り
正
し
く
察
知
し
、
登
仙
し
不
死
と
な
っ
た
」
と
い
う
意
味
で

あ
っ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
そ
し
て
今
、
武
一
帝
も
多
至
と
朔
日
を

合
す
る
日
を
算
出
し
て
太
初
暦
と
い
う
新
し
い
暦
を
作
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
武
帝
個
人
に
と
っ
て
は
、
登
仙
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
一
つ
果

た
し
た
事
と
な
る
。

武
帝
が
い
か
に
こ
の
公
孫
卿
が
示
し
た
登
仙
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
忠
貨

に
賞
践
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
他
の
資
料
に
よ
っ
て
も
検
詮
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
以
下
に
あ
げ
る
資
料
A
・
B
は
、
と
も
に
朔
且
多
至

の
日
に
武
一
帝
が
神
策
奔
領
の
た
め
に
奉
っ
た
祝
詞
で
あ
る
。

元
鼎
五
年
(
前
一
一
三
)
十
一
月
辛
巳
朔
旦
多
至
の
太
一
郊
祭

A 

の
祝
詞

天
始
以
賓
鼎
神
策
授
皇
帝
、
朔
而
叉
朔
、
終
而
復
始
、
皇
帝
一
敬
奔

見
葉
。

(
『
史
記
』
巻
二
十
八
封
調
書
)

B 

元
封
七
年
(
前
一

O
五
)
十
一
月
甲
子
朔
旦
多
至
〈
太
初
暦
暦
首

。

日
〉
の
祝
詞

天
増
授
皇
帝
太
元
神
策
、
周
而
復
始
。
皇
帝
敬
奔
太
一
。

(
『
史
記
』
巻
二
十
八
封
調
書
〉

」
こ
で
今
一
度
、
公
孫
卿
が
武
一
帝
に
示
し
た
『
札
書
』
の
(

1

)

造
暦
に
よ
る
登
仙
の
内
容
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。
公
孫
卿
に
よ
れ

ば
、
登
仙
の
た
め
に
は
①
朔
旦
冬
至
の
年
に
賓
鼎
と
紳
策
を
得
る
。

②
神
策
に
よ
り
推
算
(
造
暦
)
し
、
朔
旦
多
至
が
巡
っ
て
く
る
周
期

を
割
り
出
す
。
③
朔
旦
多
至
を
二
十
回
迎
え
た
三
百
八
十
年
後
に
登

仙
す
る
、
と
い
う
三
段
階
の
プ
ロ
セ
ス
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
う
ち
武
一
帝
は
、
①
の
朔
旦
冬
至
の
年
に
賓
鼎
を
得
る
と
い
う
最
初

の
段
階
を
元
鼎
四
年
夏
六
月
に
既
に
ク
リ
ア
ー
し
て
い
る
。
そ
し
て

武
一
帝
が
、
衣
の
段
階
で
あ
る
朔
旦
多
至
に
榊
策
を
奔
領
す
る
と
い
う

段
階
に
取
り
掛
か
っ
た
の
が
、
資
料
A
の
元
鼎
五
年
十
一
月
辛
巳
朔

旦
多
至
の
太
一
郊
祭
時
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
武
一
帝
が
寅
一
帝
と
同

様
に
賓
鼎
と
紳
策
を
得
た
こ
と
を
蕎
い
て
い
る
。
さ
ら
に
武
帝
は

太
初
暦
を
制
定
し
て
②
の
段
階
を
ク
リ
ア
l
し
、
こ
れ
と
同
時
に
③

の
段
階
へ
と
取
り
掛
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
資
料
B
に
あ
ら

わ
れ
て
い
る
。
資
料
B
に
は
「
天
、
皇
帝
に
太
元
の
紳
策
を
増
授



し
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
太
初
暦
の
暦
計
算
の
起
黙
で
あ
る
十
一
月
甲

子
朔
且
多
至
の
日
、
武
一
帝
が
紳
策
奔
領
の
第
二
回
目
を
終
え
た
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
資
料

A
B
の
紳
策
奔
領
に
閲
す
る

資
料
か
ら
も
、
武
帝
が
公
孫
卿
に
よ
っ
て
一
亦
さ
れ
た
登
仙
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
、
賞
に
忠
寅
か
つ
積
極
的
に
こ
な
し
て
い
っ
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
に
よ
り
、
武
一
帝
の
太
初
暦
制
定
の
員
の
意
聞
と
は
、

公
孫
卿
が
提
案
し
た
登
仙
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
に
あ
る
「
黄
帝
は
暦
を
つ

く
る
こ
と
に
よ
っ
て
登
仙
し
不
死
と
な
っ
た
」
と
い
う
事
跡
を
再
び

寅
践
し
、
自
ら
も
寅
一
帝
の
よ
う
に
不
死
に
な
る
こ
と
で
あ
っ
た
、
と

い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
。

き
て
、
こ
れ
ま
で
武
帝
の
事
跡
と
濁
照
さ
せ
て
検
討
し
て
き
た
の

は
、
公
孫
卿
が
提
示
し
た
一
一
種
の
登
仙
プ
ロ
グ
ラ
ム
す
な
わ
ち
造
暦

に
よ
る
登
仙
と
封
欄
に
よ
る
登
仙
の
う
ち
前
者
の
み
で
あ
っ
た
。
こ

」
で
、
武
帝
が
い
か
に
公
孫
卿
の
登
仙
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
査
に
賃
践

し
た
か
を
さ
ら
に
確
認
す
る
た
め
に
、
今
一
つ
の
封
禅
に
よ
る
登
仙

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ま
じ
え
て
、
公
孫
卿
の
登
仙
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
賓
鼎
を

得
て
か
ら
の
武
一
帝
の
事
跡
を
ま
と
め
て
溺
照
さ
せ
て
み
た
い
。
ま
ず

漢
武
帝
に
お
け
る
太
初
磨
制
定
の
員
の
意
園

公
孫
卿
の
登
仙
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

A 

造
麿
・
一
脚
策
奔
領
に
よ
っ
て
登
仙

①
朔
旦
多
至
の
年
に
賓
鼎
と
神
策
を
得
る
。
②
紳
策
に
よ
り
推
算

〈
造
暦
)
し
、

朔
旦
多
至
が
巡
っ
て
く
る
周
期
を
割
り
出
す
。

③ 
朔

旦
多
至
を
二
十
回
迎
え
た
、
三
百
八
十
年
後
に
登
仙
す
る
。

封
欄
に
よ
っ
て
登
仙

①
朔
旦
多
至
の
年
に
賓
鼎
を
得
る
。
②
五
名
山
(
華
山
・
首
山
・
太
室

B 山
・
泰
山
・
東
莱
山
)
・
甘
泉
で
「
紳
輿
遁
」
。
③
上
帝
を
擁
で
柁
る
。

④
封
鵡
。
⑤
登
仙
。

決
に
関
連
が
あ
る
と
恩
わ
れ
る
武
一
帝
一
の
貰
際
の
事
跡
を
年
代
順
に

ま
と
め
、
上
の
登
仙
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
と
封
照
さ
せ
て
み
る
と
以

下
の
よ
う
に
な
る
。

O
元
鼎
四
年
金
剛
一
一
一
二
)
六
月
、
朔
旦
冬
至
の
年
に
賓
鼎
を
得
る
。

(
A
①
と
B
①
)

O
一
元
鼎
四
年
(
前
一
一
一
二
)
秋
、
公
孫
卿
に
、

封
潤
登
仙
設
を
聞
く
。

O
一
万
鼎
五
年
(
前
二
一

d
十
月
、
擁
で
上
帝
を
紀
る
。

O
元
鼎
五
年
(
前
一
一
一
一
一
)
十
一
月
辛
巳
朔
旦
多
至
、

黄
帝
の
造
暦
登
仙
、

(
B③
)
 

甘
泉
で
太
一



漢
武
帯
に
お
け
る
太
初
暦
制
定
の
員
の
意
園

を
柁
り
、
初
め
て
紳
策
を
拝
領
す
る
。

(
A
①
と
B
②
)

O
元
封
元
年
(
前
二

O
〉
三
月
、

り
諸
榊
と
接
見
を
試
み
る
。

(
B②
)

O
元
封
元
年
(
前
二

O
)
四
月
、
封
離
を
行
う
。

O
太
初
暦
暦
首
日
の
元
封
七
年
(
前
一

o一
部
十
一
月
甲
子
朔
旦
多

至
、
第
二
回
一
柳
策
奔
領
。
〈
A
②
と
同
時
に
③
〉

O
太
初
元
年
(
前
一

O
四
)
夏
五
月
夏
至
、
太
初
暦
頒
行
。

(
A
②
)

こ
れ
を
見
る
と
、
武
一
帝
一
は
公
孫
卿
の
示
し
た
登
仙
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

ほ
ぼ
全
て
の
過
程
を
賞
践
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
先
に
、
前
漢
武
帝

の
時
代
、
受
命
の
主
者
に
期
待
さ
れ
る
一
大
圏
家
事
業
と
は
封
-
離
と

太
室
山
・
泰
山
・
東
莱
山
に
登

(
B
@
)
 

改
暦
・
改
制
度
で
あ
っ
た
と
述
べ
た
。
武
一
帯
一
は
賓
鼎
を
得
た
こ
と
に

よ
っ
て
受
命
の
徴
を
受
け
、

さ
ら
に
封
-
欄
と
改
暦
・
改
制
度
を
な
し

と
げ
た
。
こ
れ
は
武
一
帝
に
と
っ
て
は
黄
帝
と
同
じ
土
徳
王
朝
を
受
命

し
、
費
一
帝
の
行
っ
た
同
じ
登
仙
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
賓
践
し
、
黄
帝
の
よ

う
に
登
仙
す
る
と
い
う
願
撃
達
成
の
手
段
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

武
帝
の
封
樟
が
登
仙
の
手
段
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
周
知
の
こ
と
で

あ
る
。以

上
の
考
察
に
よ
り
、
太
初
暦
の
制
定
と
改
制
度
も
、
封
樟
が
そ

う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
武
帝
に
と
っ
て
は
登
仙
へ
の
重
要
な
一
手
段

で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
と
思
う
。
以
上
の
考
察
を

こ
こ
で
ま
と
め
て
み
る
。

①
太
初
の
改
暦
・
改
制
度
の
主
導
理
念
は
、
児
寛
等
儒
者
の
提
示
し

た
三
正
設
に
あ
る
と
す
る
従
来
設
に
は
、
太
初
の
改
制
の
寅
際
と

矛
盾
す
る
黙
が
あ
る
山
こ
れ
は
、
班
固
の
編
集
に
よ
る
『
漢
童
閏
』

律
暦
士
山
の
み
の
解
揮
に
よ
っ
て
、
太
初
の
改
暦
・
改
制
度
の
主
導

理
念
は
三
正
設
で
あ
り
、
武
一
帝
一
の
太
初
暦
の
制
定
の
意
聞
も
三
正

設
に
賛
同
す
る
も
の
と
さ
れ
て
き
た
た
め
で
あ
る
。

②
本
稿
で
は
、
武
一
帝
の
太
初
暦
頒
行
時
の
詔
の
内
容
を
、
『
史
記
』

暦
書
と
『
漢
童
問
』
律
暦
志
の
比
較
、
及
び
『
史
記
』
封
樟
書
等
と

の
封
照
に
よ
っ
て
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
武
一
帝
に
と
っ
て
の
太

初
暦
制
定
の
意
園
に
は
、
黄
帝
の
造
暦
後
の
登
仙
を
再
現
し
、
自

身
も
寅
一
帝
の
よ
う
に
登
仙
す
る
、
と
い
う
一
聞
が
あ
っ
た
事
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
観
黙
を
依
い
て
は
、
太
初
の
暦
制
定
・
改

制
度
に
お
け
る
武
帝
の
員
意
は
、
十
分
理
解
で
き
な
い
も
の
と
思

わ
れ
る
。

』
れ
が
武
一
帝
の
太
初
暦
制
定
の
由
民
の
意
闘
を
考
察
し
、
得
ら
れ
た



結
論
で
あ
る
。
こ
れ
で
今
一
つ
残
さ
れ
た
問
題
が
あ
る
こ
と
に
気
づ

く
。
そ
れ
は
、
そ
れ
で
は
見
寛
ら
の
提
唱
し
た
三
正
設
は
武
一
帝
に

と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る

武
帝
と
三
正
読

こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
儒
者
等
が
提
出
し
た
封
樟
に
関
す
る
上

奏
が
武
一
帝
一
に
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
た
の
か
と
い
う
「
史
記
』
封
輝

書
に
お
け
る
司
馬
遼
の
記
述
、
及
び
封
樟
奉
行
に
際
し
て
見
覚
が
武

帝
に
ど
一
の
よ
う
な
上
奏
を
し
た
の
か
と
い
う
『
漢
書
』
巻
五
十
人
見

寛
俸
の
記
述
が
大
き
な
示
唆
を
輿
え
て
く
れ
る
。

ま
ず
封
調
書
の
記
事
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
司
馬
遼
は
言
う
、

「
自
得
寅
鼎
、
上
興
公
卿
諸
生
議
封
鵡
。
封
鵡
用
希
畷
絶
、
莫
知
其

儀
龍
、
而
牽
儒
采
封
梅
山
同
書
周
官
王
制
之
壁
面
射
牛
事
。

l
中
略
l

数
年
、
至
且
行
。
天
子
飯
間
公
孫
郷
及
方
土
之
言
、
黄
一
帝
以
上
封

輔
、
皆
致
怪
物
興
一
胸
、
遇
、
欲
放
寅
一
帝
一
以
上
接
紳
億
人
蓬
莱
士
、
高
世

比
徳
於
九
皇
。
而
頗
采
儒
術
以
文
之
」
と
。
司
馬
遼
に
よ
れ
ば
、
武

帝
の
封
璃
の
本
質
と
は
、
寅
一
帝
の
封
摘
の
再
現
で
あ
り
、
儒
術
は
そ

漢
武
需
に
お
け
る
太
初
暦
制
定
の
員
の
意
園

の
文
飾
の
一
手
段
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
封
↓
踊
書
で

は
、
こ
の
後
武
一
帝
は
儒
生
た
ち
が
「
詩
書
古
文
」
に
拘
泥
す
る
あ
ま

り
封
-
噛
の
事
を
排
明
で
き
な
い
の
に
業
を
煮
や
し
て
、
こ
と
ご
と
く

儒
生
を
、
退
け
て
濁
自
に
封
調
を
奉
行
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
武

昌
明
の
封
樟
濁
自
暴
行
の
後
押
し
を
し
た
の
が
他
な
ら
ぬ
見
寛
な
の
で

(
M
)
 

あ
る
。『

漢
書
L

児
寛
停
に
は
、
五
十
徐
人
も
の
儒
者
逮
が
武
一
帝
一
の
下
関

で
封
澗
の
事
を
議
し
た
が
未
だ
定
ま
ら
ず
の
獄
態
の
な
か
、
武
一
帝
一
が

見
寛
に
司
馬
相
如
の
遺
書
に
封
綿
の
こ
と
、
が
あ
る
の
を
下
問
し
た
と

こ
ろ
、
見
寛
は
次
の
よ
う
に
}
返
答
し
た
と
あ
る
。
「
唯
室
主
所
由
、

制
定
其
営
、
非
霊
医
之
所
能
列
。
今
絡
奉
大
事
、
優
波
数
年
、
使
霊

巨
得
人
自
輩
、
終
莫
能
成
。
唯
天
子
建
中
和
之
極
、
粂
総
傑
賞
、
金

聾
而
玉
振
之
、
以
順
成
天
慶
、
垂
蔦
世
之
基
」
。
す
な
わ
ち
見
寛
は

武
一
帝
に
自
由
采
配
で
封
樟
を
奉
行
せ
よ
と
す
す
め
た
わ
け
で
あ
る
。

「
上
然
之
、
乃
自
制
儀
、
采
儒
術
以
文
駕
」

そ
し
て

と
な
っ
た
と

『
漢
書
』
は
記
述
し
て
い
る
。

こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
儒
生
の
進
言
を
こ
と
ご
と
く
退
け
て
奉

行
し
た
封
鵡
で
あ
っ
た
は
ず
な
の
に
、
そ
の
封
潤
後
の
武
一
一
帝
の
認
に



漢
武
帯
に
お
け
る
太
初
暦
制
定
の
員
の
意
園

用
事
泰
山
」
(
『
史
記
』
封
紹
書
〉
な
る
語

「
古
者
天
子
五
載
一
巡
狩
、

が
み
え
る
事
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
、
封
輝
と
『
山
同
室
閏
』
亮
血
ハ

に
み
え
る
天
子
の
巡
狩
を
武
帝
が
同
一
化
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。
賓
際
武
一
帝
一
は
そ
の
後
五
年
に
一
回
の
封
捕
を
行
い
、
こ
れ
は
巡

狩
の
サ
イ
グ
ル
と
一
致
す
る
。
こ
れ
が
可
馬
遼
及
び
『
漢
書
』
児
寛

俸
の
い
う
儒
術
に
よ
る
文
飾
の
寅
態
な
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
武
一
帝

の
封
-
幡
奉
行
の
員
の
意
圃
は
「
不
死
登
仙
」
に
あ
り
、
こ
れ
を
古
聖

主
が
行
っ
た
巡
狩
で
あ
と
づ
け
て
文
飾
す
る
と
い
う
パ

F

l
ン
で
あ

る
。
武
一
帝
は
こ
れ
で
「
不
死
登
仙
」
と
と
も
に
、
歴
代
古
聖
王
に
並

ぶ
、
天
か
ら
受
命
さ
れ
た
一
帝
一
主
の
一
人
と
し
て
の
権
威
を
も
獲
得
で

き
た
は
ず
で
あ
る
。

太
初
暦
制
定
の
際
に
児
寛
か
ら
提
唱
さ
れ
た
三
正
設
に
も
こ
の

「
文
飾
」
方
法
が
適
臆
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
こ
の
封
禅
と
太

初
改
制
の
ど
ち
ら
に
も
児
寛
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
容
易
に
推

測
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
武
帝
の
太
初
暦
制
定
の
虞
の
意
園
は
封
踏
と

同
様
「
不
死
登
仙
」
に
あ
っ
た
の
だ
が
、

一
方
こ
こ
で
も
武
一
帝
は
儒

術
に
よ
る
文
飾
に
よ
っ
て
自
ら
を
古
聖
主
に
並
ぶ
受
命
の
一
帝
主
と
す

る
た
め
の
工
作
を
怠
ら
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
古
聖
王
の
三
正
設
を

四

既
に
治
暦
者
ら
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
た
「
夏
正
」
と
巧
み
に
結

び
つ
け
て
、
儒
術
に
よ
る
文
飾
を
し
、
歴
代
古
聖
王
の
仲
間
入
り
を

果
た
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
儒
術
は
あ
と
か
ら
付
け
ら
れ
た
車

な
る
権
威
付
け
の
た
め
の
理
屈
に
す
ぎ
な
い
と
も
い
え
る
。
以
上
が

三
正
設
に
よ
る
「
文
飾
」
の
寅
態
で
あ
り
、
見
寛
は
武
一
帝
一
に
と
っ
て

は
意
の
ま
ま
に
儒
術
を
引
き
出
し
て
く
る
具
に
便
利
な
御
用
事
者
で

あ
っ
た
と
も
い
え
る
。

こ
れ
は
児
寛
に
謝
す
る
他
の
官
僚
た
ち
の
評
債
に
も
表
れ
て
い

る
。
『
史
記
』
巻
一
百
二
十
一
一
儒
林
列
俸
の
見
寛
俸
は
「
寛
在
三
公

位
、
以
和
良
承
意
従
容
得
久
、
然
無
有
所
匡
諌
、
於
官
、
官
属
易

之
、
不
策
室
力
」
と
い
い
、
『
漢
書
』
児
寛
俸
は
「
寛
篤
御
史
大
夫
、

以
稽
意
任
職
、
故
久
無
有
所
匡
諌
於
上
、
官
属
易
之
」
と
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
児
寛
は
専
ら
武
帝
の
意
を
迎
え
る
こ
と
で
そ
の
高
位

を
保
っ
て
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
同
時

代
の
官
僚
仲
聞
か
ら
は
軽
ん
じ
ら
れ
た
児
寛
も
、

そ
の
後
世
に
残
し

た
功
績
は
大
き
い
。
見
寛
に
よ
っ
て
組
み
入
れ
ら
れ
た
封
澗
へ
の
儒

術
の
参
入
は
、
後
漢
の
光
武
帝
時
代
に
は
正
式
な
儒
教
儀
式
と
し
て

採
用
さ
鳩
三
正
設
も
『
白
虎
通
霊
嗣
』
一
一
一
正
篇
に
よ
っ
て
正
式
な



主
朝
交
代
理
論
の
一
つ
と
し
て
認
定
を
受
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
先
寛
の
事
例
は
、
前
漢
武
帝
期
に
お
け
る
儒
術
の
有
り
様
の
一

端
を
垣
関
見
せ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

結

語

武
一
帝
叶
り
封
樟
奉
行
の
員
の
目
的
は
登
仙
願
撃
に
あ
る
こ
と
は
既
に

周
知
の
亡
と
で
あ
る
が
、
従
来
は
儒
数
主
噂
と
言
わ
れ
て
き
た
改

暦
・
改
制
度
も
、
寅
は
こ
の
武
帝
の
登
仙
願
望
に
興
す
る
も
の
で
あ

っ
た
こ
ぎ
が
、
本
稿
の
以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

〈
叩
山
)

津
田
左
右
吉
博
士
は
「
漢
代
政
治
思
想
の
一
酉
」
で
前
漢
の
図
家

的
祭
犯
で
あ
る
郊
柁
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
「
漢

代
の
郊
貯
は
五
行
思
想
か
ら
出
た
新
設
や
民
間
信
仰
も
し
く
は
そ
れ

を
潤
飾
じ
た
亙
枕
方
士
等
の
言
議
に
由
来
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
権
威

を
つ
け
る
た
め
に
儒
家
の
所
設
に
附
舎
し
た
も
の
で
あ
り
、
儒
家
も

ま
た
そ
れ
を
利
用
し
て
、
恰
も
古
の
穫
が
今
に
行
は
れ
る
如
く
に
い

ひ
な
し
た
も
の
ら
し
い
。
」
こ
れ
は
郊
犯
に
つ
い
て
の
指
摘
で
あ
る
。

し
か
し
↓
こ
と
武
帝
期
の
封
棒
、
そ
し
て
本
稿
で
検
討
を
加
え
た
改

漢
武
帝
に
お
け
る
太
初
暦
制
定
の
員
の
意
闘

暦
・
改
制
度
に
つ
い
て
い
え
ば
こ
れ
と
全
く
同
じ
こ
と
が
い
え
る
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
封
穂
も
改
暦
・
改
制
度
も
、
武
一
帝
の
強
烈
な
寅

帝
登
仙
へ
の
一
鐙
化
願
望
一
と
武
一
帝
に
登
仙
賓
現
の
具
憧
策
を
即
時
提

供
し
た
方
士
公
孫
卿
の
活
動
に
そ
の
本
質
的
主
導
性
が
あ
っ
た
の
だ

が
、
こ
こ
に
古
聖
王
に
並
ぶ
帝
王
と
し
て
の
構
成
獲
得
と
い
う
武
帝

の
も
う
一
つ
の
願
望
が
加
わ
る
に
及
ん
で
、
公
孫
卿
に
並
ぶ
邸
時
制
問

藤
を
み
せ
た
見
寛
に
よ
っ
て
、
儒
術
に
よ
る
文
飾
が
追
随
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
儒
術
に
よ
る
文
飾
は
、
や
が
て
後
漢
光
武
帝

期
に
は
封
樽
の
本
質
的
数
義
へ
と
す
り
替
わ
り
、
「
経
設
」
と
ま
で

(臼〉

な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

武
一
帝
が
奉
行
し
た
一
大
園
家
祭
柁
で
あ
る
封
鱒
と
改
暦
・
改
制
度

は
、
前
漢
代
の
一
つ
の
重
大
な
局
面
で
あ
る
。
こ
の
封
禰
と
改
暦
・

改
制
度
が
、
武
一
帝
・
方
士
・
儒
者
そ
れ
ぞ
れ
の
思
惑
を
織
り
交
ぜ
て

進
め
ら
れ
て
い
く
さ
ま
は
、
前
漢
の
祭
杷
と
蛍
侍
の
方
士
の
活
動
及

び
儒
数
の
賞
態
に
つ
い
て
、

一
つ
の
典
型
例
を
提
示
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

五



漢
武
帝
に
お
け
る
太
初
暦
制
定
の
民
の
意
岡

註(

1

)

『
史
記
L

巻
十
二
武
帯
本
紀
、
『
史
記
』
巻
二
十
八
封
調
書
(
「
因
」

字
な
し
て
『
漢
書
』
巻
二
十
五
郊
杷
士
山
下
令
官
名
」
を
「
官
」
に
作

る
)
に
は
「
(
太
初
元
年
)
夏
、
漢
改
暦
、
以
正
月
潟
歳
首
、
而
色
上

賞
、
官
名
更
印
章
以
五
字
、
因
篤
太
初
一
克
年
」
と
あ
り
、
『
漢
書
』
巻

六
武
帝
紀
に
は
「
〈
太
初
元
年
〉
夏
五
月
、
正
磨
、
以
正
月
潟
歳
首
、

色
上
賞
、
数
用
五
、
定
官
名
、
協
一
音
律
」
と
あ
る
。

(

2

)

『
史
認
』
巻
二
十
六
暦
蓄
に
「
王
者
易
姓
受
命
、
必
慎
始
初
、
改
正

朔
、
易
服
色
、
推
本
天
一
克
、
順
承
厭
意
」
と
あ
る
。

(
3
〉
能
回
忠
亮
・
薮
内
清
「
漢
書
律
暦
志
の
研
究
』
全
図
書
房
、
一
九
四

七
年
、
七
l
九
頁
。
川
原
秀
減
『
中
園
の
科
皐
思
想
|
雨
模
天
誓
考
』

創
文
社
、
一
九
九
六
年
、
一
一
回
J
一
一
七
・
一
一
一
一
一
J
一
三
四
頁
。

(

4

)

前
漢
王
朝
で
展
開
さ
れ
た
五
徳
終
始
訟
に
よ
る
漢
王
朝
受
命
の
「
徳
」

に
は
縛
蹴
慣
が
あ
り
、
複
雑
な
問
題
要
素
を
持
つ
。
ま
ず
高
租
は
漢
王
時

に
は
「
赤
帯
」
の
「
赤
」
を
向
ん
だ
が
、
入
開
時
に
は
自
ら
を
「
黒

一
帝
」
と
し
令
史
記
』
巻
二
十
八
封
調
書
)
、
漢
を
水
徳
王
朝
と
し
た

(
『
史
記
』
巻
二
十
六
暦
書
)

o

つ
い
で
文
帝
時
、
漢
土
停
読
(
公
孫
臣

読
〉
と
漢
水
徳
読
(
張
蒼
説
〉
の
議
論
が
あ
り
殆
ど
土
俵
設
に
決
定
し

か
け
た
時
に
新
垣
卒
の
不
鮮
事
の
た
め
漢
王
朝
の
「
徳
」
決
定
は
立
ち

消
え
と
な
っ
た
今
史
記
』
暦
書
・
封
栂
書
)
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
を
綴

て
武
帝
時
に
太
初
の
改
暦
・
改
制
度
が
行
わ
れ
、
漢
の
土
徳
(
敷
は

五
・
服
色
は
黄
〉
が
決
定
づ
け
ら
れ
た
(
註
1
参
照
〉
。
前
漢
末
に
な

り
、
劉
款
が
五
徳
終
始
設
の
相
生
読
に
よ
る
漢
火
徳
設
を
打
ち
出
し

ム

ノ、

(
『
漢
書
』
巻
二
十
一
律
暦
志
下
〉
、
後
漢
王
朝
は
漢
火
徳
訟
を
正
式
採

用
し
令
後
漢
書
』
巻
一
上
光
武
帝
一
紀
〉
、
以
後
漢
は
火
徳
王
朝
と
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
な
お
本
稿
で
問
題
と
し
て
い
る
武
帝
時
の
漢
土
徳
設
は

五
徳
終
始
設
の
相
克
読
に
よ
り
導
き
出
さ
れ
て
い
る
。

(

5

)

『
史
記
』
巻
二
十
六
暦
書
と
『
漢
書
』
巻
二
十
一
律
暦
志
上
の
太
初

暦
制
定
過
程
の
本
文
を
参
考
と
し
て
あ
げ
て
お
き
た
い
。
な
お
文
中
の

①
等
の
記
競
は
、
本
論
考
中
で
筆
者
が
箇
繰
書
き
に
し
た
医
切
り
と
削
到

底
さ
せ
て
い
る
。

『
史
記
』
暦
書

①
漢
興
、
高
租
日
、
北
時
待
我
而
起
。
亦
自
以
震
獲
水
徳
之
瑞
。
雌

明
習
暦
及
張
蒼
等
、
成
以
潟
然
。
是
時
天
下
初
定
、
方
綱
紀
大
基
、

高
后
女
主
、
皆
土
木
遣
、
故
襲
秦
正
朔
服
色
。
②
至
孝
文
時
、
魯
人
公

孫
臣
以
終
始
五
徳
上
書
、
言
、
漢
得
土
徳
、
宜
更
一
元
、
改
正
朔
、
易

阪
色
。
賞
有
瑞
、
瑞
黄
龍
見
。
事
下
丞
相
張
蒼
、
張
蒼
亦
皐
律
磨
、

以
篤
非
是
。
罷
之
。
其
後
責
稽
見
成
紀
、
張
蒼
自
帥
棚
、
所
欲
論
著
不

成
。
而
新
垣
卒
以
黛
気
見
、
頗
昔
ロ
正
暦
服
色
事
、
貴
幸
、
後
作
乱
、

故
孝
文
-
帝
康
不
復
問
。
③
至
今
上
創
位
、
招
致
方
士
唐
都
、
分
其
天

部
、
而
巴
落
下
関
運
算
轄
磨
、
然
後
日
辰
之
度
輿
夏
正
同
。
乃
改

元
、
更
官
挽
、
封
泰
山
。
因
詔
御
史
日
、
乃
者
、
有
司
言
星
度
之
未

定
也
、
庚
延
宣
問
、
以
理
星
度
、
未
能
磐
也
。
蓋
関
背
者
責
帯
合
而

不
死
、
名
察
度
験
、
定
清
濁
、
起
五
部
、
健
気
物
分
数
。
然
蓑
向

企
〈
。
書
紋
融
市
弛
、
際
甚
関
鷲
。
朕
唯
未
能
循
明
也
、
紬
績
日
分
、
率

藤
水
徳
之
勝
。
今
日
順
夏
至
、
黄
鐘
篤
宮
、
林
鍾
潟
徴
、
太
族
溺



一
陣
、
南
呂
魚
沼
、
姑
洗
鴛
角
。
自
是
以
後
、
気
復
正
、
羽
剖
聾
復
清
、

名
復
正
袋
、
以
至
子
日
嘗
冬
至
、
別
陰
陽
離
合
之
道
行
耳
目
向
。
十
一
月

甲
子
朔
日
一
冬
至
臼
倉
、
其
更
以
七
年
第
太
初
元
年
。
年
名
鷲
逢
掻
提

格
、
月
名
畢
豪
、
日
得
甲
子
、
夜
半
朔
且
冬
至
。

『漢室旦
L

律
暦
士
山

一
①
漢
興
、
方
綱
紀
大
基
、
庶
事
草
創
、
襲
秦
正
朔
。
以
北
卒
侯
張

蒼
言
、
用
傾
頚
暦
、
比
於
六
暦
、
疎
開
中
最
篤
微
近
。
然
正
朔
服

色
、
未
観
其
員
、
而
朔
晦
月
見
、
弦
望
一
滴
腐
、
多
非
是
。
②
至
武
喬

一
元
封
七
年
、
漢
興
百
二
歳
突
、
大
中
大
夫
公
孫
卿
、
査
途
、
太
史
令

司
馬
遜
等
一
吉
尺
暦
紀
壊
蔵
、
宜
改
正
朔
。
③
是
時
御
史
大
夫
見
寛
明

経
術
、
上
乃
詔
寛
日
、
奥
博
士
共
議
、
今
宜
何
以
震
正
朔
、
服
色
何

一
上
。
寛
興
一
博
士
賜
等
議
、
皆
日
、
一
帝
王
必
改
正
朔
、
易
服
色
、
所
以

明
受
命
於
天
也
。
創
業
務
改
、
制
不
相
復
、
推
俸
序
文
、
則
今
夏
時

也
。
臣
等
閑
且
平
橋
随
、
不
能
明
。
陛
下
賜
聖
護
憤
、
昭
配
天
地
、
臣

愚
以
筋
三
統
之
制
、
後
聖
復
前
聖
者
、
二
代
在
前
也
。
今
二
代
之
統

一
紹
而
不
序
会
、
唯
陛
下
愛
聖
徳
、
宣
考
天
地
四
時
之
極
、
則
順
陰
陽

以
定
大
明
之
制
、
篤
高
世
則
。
④
於
是
乃
詔
御
史
目
、
乃
者
有
司
言

↑
暦
未
定
、
庚
延
宣
問
、
以
考
星
度
、
未
能
健
也
。
蓋
開
古
者
貫
一
帝
合

一
而
不
死
、
名
察
裂
鉄
、
定
清
濁
、
起
五
部
、
建
気
物
分
数
。
然
則
上

一
会
。
書
飲
雌
語
、
朕
甚
難
之
。
依
遠
以
惟
、
未
能
修
明
。
其
以
七
年

一
筋
元
年
。
⑤
途
詔
郷
、
途
、
遷
輿
侍
郎
傘
、
大
典
星
射
姓
等
、
議
謹

一
漢
暦
。

i
中
略
乃
以
前
暦
上
元
泰
初
四
千
六
百
一
十
七
歳
、
至
於

一
元
封
七
年
、
復
得
閥
逢
掻
提
格
之
歳
、
中
冬
十
一
月
甲
子
朔
旦
各

漢
武
需
に
お
け
る
太
初
暦
制
定
の
員
の
意
園

至
、
日
月
在
建
星
、
太
鼓
在
子
、
日
得
太
一
初
本
星
度
新
正
。
姓
等
奏

不
能
潟
算
。
願
募
治
暦
者
、
更
造
密
度
。
各
自
増
減
、
以
造
漢
太
一
初

暦
J

⑥
乃
選
治
暦
郵
卒
及
長
祭
司
馬
可
、
酒
泉
侯
宣
君
、
侍
郎
隼
及

輿
民
開
治
暦
者
、
凡
二
十
徐
人
、
方
土
唐
都
、
巴
郡
落
下
関
興
需
。

都
分
天
部
、
而
関
運
算
鱒
暦
。
其
法
以
律
起
暦
。
ー
中
略
l
輿
部
卒

所
治
同
。
ー
中
略
|
乃
詔
遷
用
節
卒
所
造
八
十
一
分
律
暦
、
罷
康
志

疏
還
者
十
七
家
、
復
使
校
暦
律
昏
明
。
|
中
略
|
遂
用
部
卒
磨
、
以

卒
免
太
史
丞
。

(

6

)

『
白
虎
遁
篠
論
』
と
同
時
代
の
後
漢
主
符
の
『
潜
夫
論
』
巻
八
・
五

徳
士
山
に
は
、
「
天
命
五
代
、
正
朔
三
復
」
と
あ
り
、
後
漢
の
王
朝
交
代

に
伴
う
制
度
改
革
理
論
に
は
、
一
般
的
に
は
五
徳
終
始
設
と
三
正
読
が

認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

(

7

)

班
固
は
、
漢
王
朝
が
火
徳
王
朝
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
肯
定
し
て

い
る
(
「
漢
書
』
巻
二
十
五
郊
記
志
賀
・
同
巻
一
高
帯
紀
賛
)
。
漢
火
徳

設
は
経
皐
に
合
致
し
た
設
で
あ
り
(
石
合
「
暦
法
か
ら
み
た
漢
火
律
読

の
再
検
討
L

、
日
本
中
園
皐
舎
報
、
第
四
八
鋭
、
参
照
)
、
ま
た
、
後
漢

王
室
の
意
向
上
取
ら
ざ
る
を
得
な
い
設
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
う
。

(
8
〉
板
野
長
八
「
斑
固
の
漢
王
朝
紳
話
」
(
『
儒
敬
成
立
史
の
研
究
』
、
岩

波
書
信
、
一
九
九
五
年
〉
で
は
、
班
固
が
漢
王
朝
を
あ
る
べ
き
姿
に
紳

話
化
す
る
と
い
う
明
確
な
意
思
に
よ
っ
て
種
々
の
資
料
操
作
を
し
た
事

例
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
加
藤
寅
「
漢
代
詩
訟
に
お
け
る
宣
玉

像
i
宣
王
像
の
ゆ
れ
と
繁
雅
の
成
立
|
」
(
『
詩
経
研
究
』
第
一
一
一
一
鏡
、

四
1
五
頁
〉
で
は
、
『
史
記
』
巻
一
百
十
伺
奴
列
俸
と
『
漢
書
』
巻
九

七



漢
武
一
帝
に
お
け
る
太
初
暦
制
定
の
員
の
意
圃

十
四
旬
奴
俸
の
比
較
に
よ
り
、
班
固
が
『
史
記
』
の
記
事
を
毛
詩
の
詩

序
に
合
わ
せ
た
解
樟
に
書
き
換
え
た
例
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

〈

9
)

こ
の
寅
一
帝
に
つ
い
て
の
記
述
は
夜
間
書
』
律
暦
志
に
お
い
て
は
、
全

く
異
質
な
内
容
で
あ
り
、
班
固
に
よ
る
資
料
操
作
の
さ
ら
な
る
護
擦
の

提
示
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
先
述
の
よ
う
に
こ
の
詔
の
直
前

に
は
鬼
寛
等
に
よ
る
三
正
読
導
入
の
上
奏
が
あ
り
、
つ
い
で
こ
の
詔
が

績
く
構
成
と
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
武
需
の
詔
に
は
三
正
訴

に
関
す
る
語
が
全
く
見
え
ず
か
え
っ
て
「
蓋
し
聞
く
、
古
者
責
-
帝
合
し

て
死
せ
ず
」
と
い
う
語
が
見
え
る
と
い
う
明
ら
か
な
文
脈
上
の
断
紹
が

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
見
寛
等
の
奏
上
を
受
け
て
出
さ
れ
た
は
ず
の
武
帯

の
詔
は
、
な
ぜ
か
五
徳
鯵
始
読
漢
土
徳
読
の
延
長
線
上
に
あ
る
責
帯

に
関
す
る
事
跡
で
壊
め
つ
く
さ
れ
、
前
後
の
文
章
は
内
容
的
に
全
く
つ

な
が
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
太
初
暦
制
定
の
理
念
か
ら
五
徳
移
始
説
|

漢
土
徳
読
と
い
う
ラ
イ
ン
が
班
固
に
よ
っ
て
消
去
さ
れ
た
た
め
に
で
き

た
断
紹
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
班
固
の
意
圃
的
編
集
は
、
資
料
の

文
脈
上
に
ズ
レ
を
生
じ
さ
せ
、
資
料
操
作
の
跡
を
露
呈
さ
せ
て
い
る
。

一
方
の
『
史
記
』
暦
書
で
は
、
こ
の
認
の
前
に
五
徳
終
始
説
漢
土
徳

設
が
す
で
に
提
示
さ
れ
て
お
り
、
嘗
然
の
こ
と
な
が
ら
事
の
前
後
関
係

に
は
全
く
矛
盾
が
み
ら
れ
な
い
。

(

m

)

こ
の
時
黙
で
は
一
克
競
は
十
月
切
り
替
え
で
あ
る
(
漢
は
太
初
の
改
麿

ま
で
は
十
月
歳
首
)
。

(
江
)
註
(
羽
)
参
照
。

(
ロ
〉
も
ち
ろ
ん
太
一
初
の
改
暦
・
改
制
度
は
、
武
帝
の
個
人
的
な
登
仙
願
望

j爪

達
成
の
た
め
だ
け
に
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
。
特
に
改
暦
に
闘
し
て
は

秦
か
ら
引
き
継
い
だ
暦
が
既
に
天
象
と
相
蛍
ズ
レ
て
お
り
、
治
暦
者
か

ら
は
改
暦
の
強
い
要
請
が
出
さ
れ
て
い
た
(
「
漢
書
』
袋
二
十
一
律
麿

志
上
)
。
ま
た
、
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
武
需
は
受
命
の
王
者
と
し
て

封
禅
及
び
改
暦
・
改
制
度
を
奉
行
す
る
よ
う
に
周
園
か
ら
の
強
い
期
待

を
受
け
て
い
た
の
で
あ
り

q史
記
L

巻
二
十
八
封
調
書
〉
、
こ
れ
ら
の

孝
行
の
表
向
き
の
第
一
義
は
、
武
帝
の
園
家
の
祭
記
者
と
し
て
の
使
命

遂
行
で
あ
る
。
し
か
し
封
輔
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
太
初
の
改

暦
・
改
制
度
に
も
武
需
の
強
烈
な
登
仙
願
望
と
い
う
一
一
由
が
存
在
す
る

の
で
あ
り
、
こ
れ
が
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
か
っ
た
貼
な
の
で
あ
る
。

な
お
武
帯
一
の
不
死
願
望
を
、
武
帯
を
図
家
の
祭
記
者
と
し
て
捉
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
漢
王
朝
の
永
遠
不
滅
願
望
と
一
陸
化
し
て
考
え
る
こ
と
も

で
き
る
が
、
こ
の
件
に
関
し
て
は
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
い
き
た

B
V
 

(
日
)
川
原
前
掲
論
文
(
一
二
二
頁
)
で
は
こ
の
矛
盾
を
=
一
正
設
と
五
徳
移

始
設
と
の
併
用
ゆ
え
の
「
自
家
撞
着
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
同
論

文
会
二

O
頁
〉
で
も
指
摘
す
る
よ
う
に
太
初
の
改
暦
・
改
制
度
が
三

正
設
と
五
徳
終
始
訟
と
の
併
用
と
み
る
と
、
さ
ら
に
秦
王
朝
の
取
り
扱

い
に
も
矛
盾
を
き
た
す
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
三
正
設
で
は
秦
を
無

観
す
る
(
秦
を
認
め
る
と
漢
は
段
正
と
な
る
)
が
五
徳
終
始
設
で
は
秦

を
認
め
て
い
る
(
秦
を
認
め
な
い
と
漢
は
水
徳
王
朝
と
な
る
)
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
主
導
理
念
に
三
正
設
を
想
定
す
る
と
深
刻
な
矛
盾
黙

が
あ
ま
り
に
も
多
す
ぎ
る
の
で
あ
る
。
私
見
で
は
、
夏
正
は
治
暦
者
が



決
定
し
、
後
述
の
よ
う
に
三
正
読
は
こ
の
夏
正
決
定
へ
の
あ
と
づ
け
の

儒
術
に
よ
る
文
飾
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

あ
と
づ
け
の
文
飾
程
度
の
設
で
あ
っ
た
が
故
に
上
述
の
矛
盾
が
夜
生

し
、
同
時
に
歎
認
も
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

(
日
比
)
見
覚
と
封
輝
の
闘
孫
に
つ
い
て
は
永
井
浦
人
「
経
皐
史
か
ら
観
た
封

締
設
の
形
成
」
今
中
園
古
典
研
究
』
第
四
十
二
説
、
一
九
九
七
年
)
参

照。

(
日
〉
建
武
三
十
二
年
(
五
六
〉
に
暴
行
さ
れ
た
光
武
一
帝
一
の
封
栂
の
刻
石
文

に
は
「
維
建
武
三
十
有
二
年
二
月
、
皇
帝
東
巡
狩
、
至
子
岱
宗
柴
、
望

秩
於
山
川
」
(
『
績
漢
豊
田
』
士
山
第
七
祭
把
志
上
)
と
あ
る
。
こ
れ
は
『
向

書
』
完
典
の
舜
の
巡
狩
「
歳
二
月
東
巡
守
、
至
子
岱
宗
柴
、
望
秩
子
山

川
」
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
り
、
光
武
帝
の
封
調
奉
行
時
に

は
封
調
と
巡
狩
が
完
全
に
一
僅
化
し
、
図
家
儀
式
と
し
て
採
用
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

(
団
)
『
津
田
左
右
吉
全
集
』
第
十
七
巻
、
八
九
頁
。

六
五
年
)

(
口
〉
永
井
前
掲
論
文
参
照
。

漢
武
請
に
お
け
る
太
初
麿
制
定
の
員
の
意
園

(
岩
波
書
底
、
一
九

石

合

横

手

水

口

佐

藤

楠

山南

尾

崎

橋

本 執

筆

者

紹

介

拓

薄
春

樹

浦

図

雄

正

治
高

勝 香

早
稲
田
大
準
大
皐
院
生

裕

千
葉
大
皐
助
教
授

東
京
大
風
早
大
準
院
生

寅

関
西
大
準
大
挙
院
生

早
稲
田
大
事
名
春
敬
授

郎

京
都
大
血
中
人
文
科
皐
研
究
所
教
授

大
阪
市
立
大
皐
数
授

大
谷
大
皐
園
書
館
幹
事

京
都
産
業
大
準
教
授

九


